
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                         

重症 

【お問い合わせ】港北区福祉保健課 

  ０４５（５４０）２３６０ 

大規模災害が発生した時には、症状の重さにより、緊急度（優先度）が変わります。 
医療機関では、限られた人と資源で、できる限り多くの方の命を救うため、重症者の治療が優先されます。 

負傷者等の緊急度・重症度により、治療や搬送の順番を決めざる得ない状況となります。 

負傷等の状況に応じて、重症・中等症・軽症ごとに、医療機関は役割を分担しています。 

  災害時に診療が受けられる病院・診療所は、「診療中」を表す赤、又は黄色の旗を掲出します。 

☆「判断の目安」を参考に、ご自身や周りの人が判断して受診先を選択または自助共助による応急手当てをお願いします。 

◆併せて、各地域防災拠点を巡回する医療救護隊を１隊以上編成し、災害の被害程度に応じて活動します。 

医療救護隊は、地域防災拠点で軽症者の応急手当を行います。 

 

判断の目安 
「災害による負傷等があっても、自分で歩行できるかどうか」 

災害による負傷等で 

 

 

災害による負傷等で 

          （重症者以外） 

 

災害により負傷等をしても、 

歩行できない 生命に危険がある  

歩行できない 

歩行できる 

 

極めて軽症の負傷 

災害拠点病院へ 

 

災害時救急病院へ  

 

 

お近くの診療所へ 

※１『生命に危険がある』状態とは、意識が低下している、呼吸が浅い、脈が振れない、手足が冷たい、大出血をしている 

◆医療機関が発行した処方箋を調剤できる薬局は「開局中」のフラッグを掲出します。 

港北区における災害時の医療について 

＜赤＞ 

＜黄＞ 

軽症 

中等症 

 重症 

緊急度・重症度 

生命の危険の可能性があるも

の、又は生命の危険が切迫して

いるもの 

生命の危険はないが入院を要

するもの 

生命の危険がなく、入院を要し

ないもの 

＋ 

＜黄＞ 

横浜労災病院ほか 

市内１２病院 

 

※１ 

開
局
中 

横浜市 

横浜市 

菊名記念病院ほか

市内９８病院 

 
＜黄＞ 

区民の自助・共助による応急手当 
※周りの人と協力しながら、応急手当てを行ってください。地域防災拠点には、応急手

当用品（消毒液、ガーゼ、包帯、カットバン等）が配備されています。 


